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2
0
2
1
年
は
、「
沖
縄
県
性
の
多
様
性
尊
重
宣
言（
美
ら
島
に
じ
い
ろ
宣
言
）」の
発
表
、「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」の
制
定
、「
奄
美・沖
縄

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
」記
念
式
典
の
開
催
、な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
あ
た
り
、県
内
各
地
で
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
他
、13
名
の
県
出
身・

県
関
係
者
が
大
会
に
出
場
し
、多
く
の
県
民
に
感
動
と
勇
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

一
方
で
、収
束
が
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
県
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、深
刻
な
影
響
を
受
け
た
県
経
済
や
県
民
生
活
の
早
期
回
復
に
向
け
て
各
種
支
援
等
に
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
、沖
縄
は
本
土
復
帰
か
ら
50
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、新
た
な
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

新
た
な
振
興
計
画
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
取
り
入
れ
、「
安
全・
安
心
で
幸
福
が
実
感
で
き
る
島
」を
形
成
し
、自
立
的
発
展
と
住
民
が
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、策
定
後
は
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第32軍司令部壕の沖縄戦における歴史
的役割を次世代に継承するため、壕の保
存・公開及び平和発信・継承のあり方等
について、有識者等から意見を聴取する
第32軍司令部壕保存・公開検討委員会
を設置しました。

すべての県民の尊厳を等しく守り、個々
の違いを認め、互いに尊重しあう共生の
社会づくりを目指し、「沖縄県性の多様
性尊重宣言（美ら島 にじいろ宣言）」を発
表しました。

南部東道路は、沖縄本島南部地域にお
ける産業及び観光の振興や医療支援等
を目的に整備を進めており、南城大城Ｉ
Ｃ～南城佐敷・玉城ＩＣの区間を暫定２
車線で供用開始しました。

東京2020オリンピックでメダルを獲得し
た、喜友名諒選手、平良海馬選手、屋
比久翔平選手に沖縄県民栄誉賞、佐久
本嗣男氏に沖縄県スポーツ指導者特別
賞を授与することを発表しました。

「
沖
縄
県
」

「
沖
縄
県
」

「
沖
縄
県
」

こ
の
一
年

こ
の
一
年

こ
の
一
年

8月
27日

3月
26日

1月
22日

1月
22日
第
32
軍
司
令
部
壕
保
存・公
開
検
討
委
員
会
の
設

置 

☆
※

31日
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
に「
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
供
用
を
開
始

3月
25日
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
」を
策
定

26日
「
沖
縄
県
気
候
非
常
事
態
宣
言
」の
実
施
及
び「
第

２
次
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」を
策
定

「
沖
縄
県
性
の
多
様
性
尊
重
宣
言（
美
ら
島 

に
じ
い

ろ
宣
言
）」を
発
表 

☆

「
沖
縄
県
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー・イ
ニ
シ
ア
ティ
ブ
」

を
発
表

27日
地
域
高
規
格
道
路「
南
部
東
道
路
」の
暫
定
供
用

開
始 

☆

29日
「
首
里
城
復
興
基
本
計
画
」を
策
定

座
間
味
村
阿
嘉・慶
留
間
地
区
へ
の
水
道
広
域
化

の
実
施（
水
道
用
水
供
給
開
始
）

4月
1日

保
健
医
療
部
に「
感
染
症
対
策
課
」を
設
置

「
ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」の
設
置

小
中
学
校
全
学
年
に
お
け
る
少
人
数
学
級
を
実
現

県
警
察
本
部
に「
地
域
部
」を
新
設

7日
県
立
真
和
志
高
等
学
校
に「
ゆ
い
教
室
」を
設
置

3月
27日

※ 

☆
が
あ
る
も
の
は
写
真
あ
り

県内で確認された感染者数の人口比が
全国ワーストで、海外諸国ではロックダ
ウン相当のレベルになったことから、県、
市町村、医療界、経済界が連携して感
染防止対策を徹底するため、「沖縄県緊
急共同メッセージ」を発出しました。

8月
1日

10月
8日
海
底
火
山
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
大
量

の
軽
石
の
県
内
各
地
へ
の
漂
流・
漂
着
を

確
認 

☆

21日
新
た
に
創
設
さ
れ
た
沖
縄
県
ス
ポ
ー

ツ
栄
誉
賞
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
選
手
ら
に
授
与 

☆

南
城
市
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
で
の
日
本
最
古

の
着
色
装
飾
品（
貝
製
ビ
ー
ズ
）発
見
に

つ
い
て
県
立
博
物
館・美
術
館
が
発
表

30日
「
空
手
の
日
」記
念
演
武
祭
を
平
和
祈
念

公
園（
糸
満
市
）で
開
催 

☆

31日
令
和
３
年
度
沖
縄
県
離
島
町
村
職
員
採
用

共
同
試
験
の
実
施（
県
内
初
の
取
り
組
み
）

11月
1日
「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」の
制
定
記
念
式

典
の
開
催 

☆

17日
「
お
き
な
わ
子
ど
も
権
利
の
日
」及
び「
お

き
な
わ
子
ど
も
権
利
週
間
」の
設
定 

☆　

22日
「
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」

（
2
0
1
6
〜
2
0
2
1
年
度
）の
最
終

評
価
報
告
書
の
公
表

26日
第
２
回
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根
平
和
貢

献
賞
受
賞
者
の
決
定

小笠原諸島海底火山の噴火に由来すると
みられる大量の軽石が県内各地に漂流・
漂着していることが確認されました。11
月17日に「第1回軽石問題対策会議」を
開催、全庁的に連携して対応を行ってい
ます。

10月
8日
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３月に、琉球歴史文化の日条例を制定し、
11月１日を「琉球歴史文化の日」と定め
ました。また、県民が沖縄の歴史と文化
への理解を深めると共に、新たな歴史と
文化を創造していくための機運を醸成す
るため、11月1日に琉球歴史文化の日
制定記念式典を開催しました。

子どもの権利の普及啓発のため、毎年
11月17日を「おきなわ子どもの権利の
日」とし、11月17日から23日までを「お
きなわ子どもの権利週間」としました。

うるま市津堅島において、平成19年度よ
り、かんしょに被害を及ぼすゾウムシ類
根絶のため、防除事業を開始し、アリモ
ドキゾウムシについて根絶したことが確認
されました。

東京2020オリンピック大会に向け、平
和・希望の象徴である聖火をこの沖縄に
迎えるとともに、県内各地で聖火リレー
を実施し、聖火のたすきを途切れさせず
に次の県につなげることができました。
Photo by Tokyo 2020

令和4年度からスタートする「新たな振興
計画」の素案を公表しました。また、6月
9日には、沖縄県振興審議会への同素案
を諮問し、12月27日に答申が取りまと
められました。

世界的に貴重な生物多様性が評価され、
「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西
表島」が世界自然遺産に登録されました。
11月には、自然環境の価値を認識し、次
世代へ継承していくことを決意するために
「世界自然遺産登録記念式典」を開催し
ました。

「平和の武」である沖縄空手を通して「平
和のこころ」を伝え、世界の平和と人々
の幸福に貢献することに願いを込め、空
手の魅力を広く国内外に発信するため、
「空手の日」記念演武祭を平和祈念公園
で開催しました。

東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会に出場した、糸数陽一選手、
宮本昌典選手、當銘孝仁選手、津波響
樹選手、東江雄斗選手、池原綾香選手、
新城幸也選手、喜納翼選手、渡名喜風
南選手に沖縄県スポーツ栄誉賞を授与し
ました。

10月
30日

10月
21日

7月
26日

5月
1・2日

6月
1日

4月
27日

11月
17日

11月
1日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
主
な
動
き

1
月
20
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症「
沖
縄

県
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
出

2
月
3
日
那
覇
空
港
P
C
R
検
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
N
A
P
P
）ス
タ
ー
ト（
順
次
、宮

古
、下
地
島
、新
石
垣
、久
米
島
、の
各

空
港
に
お
け
る
P
C
R
検
査
体
制
を

整
備
）

3
月
5
日
医
療
従
事
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

4
月
1
日
感
染
症
対
策
課
を
設
置

4
月
12
日
国
が
指
定
し
た
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
を
実
施
す
べ
き
期
間
の
開
始

4
月
12
日
高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始（
宮
古
島

市
よ
り
）

5
月
14
日
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
戦
略
課
及
び
感
染

防
止
経
営
支
援
課
を
設
置

5
月
19
日
「
沖
縄
県
医
療
非
常
事
態
宣
言
」の
発
出

5
月
23
日
国
が
指
定
し
た
緊
急
事
態
措
置
を
実

施
す
べ
き
期
間
の
開
始

5
月
27
日
観
光
事
業
者
等
支
援
課
を
設
置

5
月
31
日
「
沖
縄
県
感
染
防
止
認
証
制
度
」を
導
入

5
月
31
日
学
校
P
C
R
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

6
月
15
日
沖
縄
県
広
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー

を
開
設

8
月
1
日
「
沖
縄
県
緊
急
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
発
出

8
月
25
日
一
日
の
新
規
陽
性
者
で
8
0
9
名
を
確
認

9
月
30
日
国
が
、沖
縄
県
の
緊
急
事
態
措
置
を
4

カ
月
ぶ
り
に
解
除

10
月
1
日「
経
済
活
動
再
開
に
向
け
た
感
染
拡
大

抑
止
期
間
」の
開
始

11
月
1
日
「
リ
バ
ウ
ン
ド
防
止
と
社
会
経
済
活
動

の
両
立
期
間
」の
開
始

11
月
15
日
「
お
き
な
わ
彩
発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
第

４
弾
）」開
始

4月
23日
「
新
た
な
沖
縄
振
興
の
た
め
の
制
度
提
言
」の
公
表

27日
津
堅
島
に
お
け
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
根
絶 

☆

30日
第
１
回
沖
縄
県
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
会
議
を
開
催

5月
1・2日
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
県
内
各
地
で
聖
火

リ
レ
ー
実
施 

☆

25日
ハ
ワ
イ
州
と
沖
縄
県
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結

27日
在
沖
米
軍
基
地
の
更
な
る
整
理・
縮
小
等
を
日
米

両
政
府
へ
要
請

6月
1日
「
新
た
な
振
興
計
画（
素
案
）」の
公
表 

☆

7月
26日
奄
美・沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
登
録 

☆

28日
那
覇
ー
粟
国
航
空
路
線
３
年
ぶ
り
の
運
航
再
開

8月
1日
「
沖
縄
県
緊
急
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
発
出 

☆

14日
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
県
内
各
地
で
聖

火
リ
レ
ー
実
施

19日
北
部
地
区
に
設
置
す
る
県
立
中
高
一
貫
教
育
校
の

校
名
が「
県
立
名
護
高
等
学
校
附
属
桜
中
学
校
」

に
決
定

27日
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
、喜
友
名
諒
選
手
ら
三
名
に
沖
縄
県
民
栄
誉

賞
、佐
久
本
嗣
男
氏
に
沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

特
別
賞
を
授
与
す
る
こ
と
を
発
表 

☆

9月
6日
第
1
回
沖
縄
県
D
X
推
進
本
部
会
議
の
開
催

8日
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
上
与
那
原
寛
和
選
手
に
沖
縄
県
民
栄
誉
賞
を

授
与
す
る
こ
と
を
発
表

第
1
回
琉
球
文
化
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
を
開
催

9日
第
1
回
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁

会
議
を
開
催

P
4
下
段
に
続
く

5 ◀献血バス運行
スケジュール

献
血の
キャン
ペーン美ら島沖縄 2022.1
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2
0
2
1
年
は
、「
沖
縄
県
性
の
多
様
性
尊
重
宣
言（
美
ら
島
に
じ
い
ろ
宣
言
）」の
発
表
、「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」の
制
定
、「
奄
美・沖
縄

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
」記
念
式
典
の
開
催
、な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
あ
た
り
、県
内
各
地
で
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
他
、13
名
の
県
出
身・

県
関
係
者
が
大
会
に
出
場
し
、多
く
の
県
民
に
感
動
と
勇
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

一
方
で
、収
束
が
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
県
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、深
刻
な
影
響
を
受
け
た
県
経
済
や
県
民
生
活
の
早
期
回
復
に
向
け
て
各
種
支
援
等
に
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
、沖
縄
は
本
土
復
帰
か
ら
50
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、新
た
な
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

新
た
な
振
興
計
画
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
取
り
入
れ
、「
安
全・
安
心
で
幸
福
が
実
感
で
き
る
島
」を
形
成
し
、自
立
的
発
展
と
住
民
が
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、策
定
後
は
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第32軍司令部壕の沖縄戦における歴史
的役割を次世代に継承するため、壕の保
存・公開及び平和発信・継承のあり方等
について、有識者等から意見を聴取する
第32軍司令部壕保存・公開検討委員会
を設置しました。

すべての県民の尊厳を等しく守り、個々
の違いを認め、互いに尊重しあう共生の
社会づくりを目指し、「沖縄県性の多様
性尊重宣言（美ら島 にじいろ宣言）」を発
表しました。

南部東道路は、沖縄本島南部地域にお
ける産業及び観光の振興や医療支援等
を目的に整備を進めており、南城大城Ｉ
Ｃ～南城佐敷・玉城ＩＣの区間を暫定２
車線で供用開始しました。

東京2020オリンピックでメダルを獲得し
た、喜友名諒選手、平良海馬選手、屋
比久翔平選手に沖縄県民栄誉賞、佐久
本嗣男氏に沖縄県スポーツ指導者特別
賞を授与することを発表しました。

「
沖
縄
県
」

「
沖
縄
県
」

「
沖
縄
県
」

こ
の
一
年

こ
の
一
年

こ
の
一
年

8月
27日

3月
26日

1月
22日

1月
22日
第
32
軍
司
令
部
壕
保
存・公
開
検
討
委
員
会
の
設

置 

☆
※

31日
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
に「
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
供
用
を
開
始

3月
25日
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
」を
策
定

26日
「
沖
縄
県
気
候
非
常
事
態
宣
言
」の
実
施
及
び「
第

２
次
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」を
策
定

「
沖
縄
県
性
の
多
様
性
尊
重
宣
言（
美
ら
島 

に
じ
い

ろ
宣
言
）」を
発
表 

☆

「
沖
縄
県
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー・イ
ニ
シ
ア
ティ
ブ
」

を
発
表

27日
地
域
高
規
格
道
路「
南
部
東
道
路
」の
暫
定
供
用

開
始 

☆

29日
「
首
里
城
復
興
基
本
計
画
」を
策
定

座
間
味
村
阿
嘉・慶
留
間
地
区
へ
の
水
道
広
域
化

の
実
施（
水
道
用
水
供
給
開
始
）

4月
1日

保
健
医
療
部
に「
感
染
症
対
策
課
」を
設
置

「
ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」の
設
置

小
中
学
校
全
学
年
に
お
け
る
少
人
数
学
級
を
実
現

県
警
察
本
部
に「
地
域
部
」を
新
設

7日
県
立
真
和
志
高
等
学
校
に「
ゆ
い
教
室
」を
設
置

3月
27日

※ 

☆
が
あ
る
も
の
は
写
真
あ
り

県内で確認された感染者数の人口比が
全国ワーストで、海外諸国ではロックダ
ウン相当のレベルになったことから、県、
市町村、医療界、経済界が連携して感
染防止対策を徹底するため、「沖縄県緊
急共同メッセージ」を発出しました。

8月
1日

10月
8日
海
底
火
山
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
大
量

の
軽
石
の
県
内
各
地
へ
の
漂
流・
漂
着
を

確
認 

☆

21日
新
た
に
創
設
さ
れ
た
沖
縄
県
ス
ポ
ー

ツ
栄
誉
賞
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
選
手
ら
に
授
与 

☆

南
城
市
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
で
の
日
本
最
古

の
着
色
装
飾
品（
貝
製
ビ
ー
ズ
）発
見
に

つ
い
て
県
立
博
物
館・美
術
館
が
発
表

30日
「
空
手
の
日
」記
念
演
武
祭
を
平
和
祈
念

公
園（
糸
満
市
）で
開
催 

☆

31日
令
和
３
年
度
沖
縄
県
離
島
町
村
職
員
採
用

共
同
試
験
の
実
施（
県
内
初
の
取
り
組
み
）

11月
1日
「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」の
制
定
記
念
式

典
の
開
催 

☆

17日
「
お
き
な
わ
子
ど
も
権
利
の
日
」及
び「
お

き
な
わ
子
ど
も
権
利
週
間
」の
設
定 

☆　

22日
「
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」

（
2
0
1
6
〜
2
0
2
1
年
度
）の
最
終

評
価
報
告
書
の
公
表

26日
第
２
回
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根
平
和
貢

献
賞
受
賞
者
の
決
定

小笠原諸島海底火山の噴火に由来すると
みられる大量の軽石が県内各地に漂流・
漂着していることが確認されました。11
月17日に「第1回軽石問題対策会議」を
開催、全庁的に連携して対応を行ってい
ます。

10月
8日

Special
feature特集

３月に、琉球歴史文化の日条例を制定し、
11月１日を「琉球歴史文化の日」と定め
ました。また、県民が沖縄の歴史と文化
への理解を深めると共に、新たな歴史と
文化を創造していくための機運を醸成す
るため、11月1日に琉球歴史文化の日
制定記念式典を開催しました。

子どもの権利の普及啓発のため、毎年
11月17日を「おきなわ子どもの権利の
日」とし、11月17日から23日までを「お
きなわ子どもの権利週間」としました。

うるま市津堅島において、平成19年度よ
り、かんしょに被害を及ぼすゾウムシ類
根絶のため、防除事業を開始し、アリモ
ドキゾウムシについて根絶したことが確認
されました。

東京2020オリンピック大会に向け、平
和・希望の象徴である聖火をこの沖縄に
迎えるとともに、県内各地で聖火リレー
を実施し、聖火のたすきを途切れさせず
に次の県につなげることができました。
Photo by Tokyo 2020

令和4年度からスタートする「新たな振興
計画」の素案を公表しました。また、6月
9日には、沖縄県振興審議会への同素案
を諮問し、12月27日に答申が取りまと
められました。

世界的に貴重な生物多様性が評価され、
「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西
表島」が世界自然遺産に登録されました。
11月には、自然環境の価値を認識し、次
世代へ継承していくことを決意するために
「世界自然遺産登録記念式典」を開催し
ました。

「平和の武」である沖縄空手を通して「平
和のこころ」を伝え、世界の平和と人々
の幸福に貢献することに願いを込め、空
手の魅力を広く国内外に発信するため、
「空手の日」記念演武祭を平和祈念公園
で開催しました。

東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会に出場した、糸数陽一選手、
宮本昌典選手、當銘孝仁選手、津波響
樹選手、東江雄斗選手、池原綾香選手、
新城幸也選手、喜納翼選手、渡名喜風
南選手に沖縄県スポーツ栄誉賞を授与し
ました。

10月
30日

10月
21日

7月
26日

5月
1・2日

6月
1日

4月
27日

11月
17日

11月
1日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
主
な
動
き

1
月
20
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症「
沖
縄

県
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
出

2
月
3
日
那
覇
空
港
P
C
R
検
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
N
A
P
P
）ス
タ
ー
ト（
順
次
、宮

古
、下
地
島
、新
石
垣
、久
米
島
、の
各

空
港
に
お
け
る
P
C
R
検
査
体
制
を

整
備
）

3
月
5
日
医
療
従
事
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

4
月
1
日
感
染
症
対
策
課
を
設
置

4
月
12
日
国
が
指
定
し
た
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
を
実
施
す
べ
き
期
間
の
開
始

4
月
12
日
高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始（
宮
古
島

市
よ
り
）

5
月
14
日
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
戦
略
課
及
び
感
染

防
止
経
営
支
援
課
を
設
置

5
月
19
日
「
沖
縄
県
医
療
非
常
事
態
宣
言
」の
発
出

5
月
23
日
国
が
指
定
し
た
緊
急
事
態
措
置
を
実

施
す
べ
き
期
間
の
開
始

5
月
27
日
観
光
事
業
者
等
支
援
課
を
設
置

5
月
31
日
「
沖
縄
県
感
染
防
止
認
証
制
度
」を
導
入

5
月
31
日
学
校
P
C
R
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

6
月
15
日
沖
縄
県
広
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー

を
開
設

8
月
1
日
「
沖
縄
県
緊
急
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
発
出

8
月
25
日
一
日
の
新
規
陽
性
者
で
8
0
9
名
を
確
認

9
月
30
日
国
が
、沖
縄
県
の
緊
急
事
態
措
置
を
4

カ
月
ぶ
り
に
解
除

10
月
1
日「
経
済
活
動
再
開
に
向
け
た
感
染
拡
大

抑
止
期
間
」の
開
始

11
月
1
日
「
リ
バ
ウ
ン
ド
防
止
と
社
会
経
済
活
動

の
両
立
期
間
」の
開
始

11
月
15
日
「
お
き
な
わ
彩
発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
第

４
弾
）」開
始

4月
23日
「
新
た
な
沖
縄
振
興
の
た
め
の
制
度
提
言
」の
公
表

27日
津
堅
島
に
お
け
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
根
絶 

☆

30日
第
１
回
沖
縄
県
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
会
議
を
開
催

5月
1・2日
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
県
内
各
地
で
聖
火

リ
レ
ー
実
施 

☆

25日
ハ
ワ
イ
州
と
沖
縄
県
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結

27日
在
沖
米
軍
基
地
の
更
な
る
整
理・
縮
小
等
を
日
米

両
政
府
へ
要
請

6月
1日
「
新
た
な
振
興
計
画（
素
案
）」の
公
表 

☆

7月
26日
奄
美・沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
登
録 

☆

28日
那
覇
ー
粟
国
航
空
路
線
３
年
ぶ
り
の
運
航
再
開

8月
1日
「
沖
縄
県
緊
急
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
発
出 

☆

14日
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
県
内
各
地
で
聖

火
リ
レ
ー
実
施

19日
北
部
地
区
に
設
置
す
る
県
立
中
高
一
貫
教
育
校
の

校
名
が「
県
立
名
護
高
等
学
校
附
属
桜
中
学
校
」

に
決
定

27日
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
、喜
友
名
諒
選
手
ら
三
名
に
沖
縄
県
民
栄
誉

賞
、佐
久
本
嗣
男
氏
に
沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

特
別
賞
を
授
与
す
る
こ
と
を
発
表 

☆

9月
6日
第
1
回
沖
縄
県
D
X
推
進
本
部
会
議
の
開
催

8日
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
上
与
那
原
寛
和
選
手
に
沖
縄
県
民
栄
誉
賞
を

授
与
す
る
こ
と
を
発
表

第
1
回
琉
球
文
化
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
を
開
催

9日
第
1
回
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
関
す
る
万
国
津
梁

会
議
を
開
催

P
4
下
段
に
続
く

4◀献血バス運行
スケジュール

献
血の
キャン
ペーン 美ら島沖縄 2022.1


